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 【目的】精神障がい者に対する「内なる偏見の克服」と「曖昧さに耐えつつ伴う力」は、精神(科)看護に携わる者に必須の素養である。しかし、看護基礎教育での体系的な教育
訓練は、問題解決志向的な視点（知識）と介入方法（技術）に偏りがちであり、対象者
の情動の理解や主観的体験を尊重した対象理解のための視座や介入スタイルをバラン
スよく育むためには、学生の認知の傾向や変化などの心理的特性にも焦点を当てた教育
方法の更なる工夫が必要である（入江ら,2009）。本研究の目的は、看護大学生の「課題
対処の志向性」「曖昧さ耐性」「他者意識」「精神看護の捉え方」を指標に学生集団の特
徴を把握し、学生の対象理解の視座の偏りをバランスよく補正し、曖昧さに耐えつつ伴
う力を育成するための教育の要点について考察することである。 
【研究方法】1）看護大学生 (n=108)の総合的特性を把握するために「課題対処の志向
性」「曖昧さ耐性」「他者意識」各尺度による調査を実施した。各尺度の関係については
相関分析をおこない、さらに主成分得点を変数としたクラスター分析を実施した。2）
学習や実習体験を重ねることによる「課題対処の志向性」の変化を把握するために、縦
断的調査を実施した。3）判別分析により各クラスターに影響を及ぼしている重要な変
数を確認したうえで、「精神看護の捉え方（自由記述、200 字/人）」に対して各クラスター
を質的変数としてテキストマイニングをおこない、精神看護の捉え方について比較検討し
た。すべて聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得て実施した。 
【結果】1）各変数間の相関は、課題対処の志向性と曖昧さ耐性（r=-.39, p<.001）、曖
昧さ耐性と外的他者意識（r=-.59, p<.000）、曖昧さ耐性と空想的他者意識（r=-.45, 
p<.000 ）、 曖 昧 さ 耐 性 と 内 的 他 者 意 識 （ r=-.29, p<.003 ） で あ っ た 。 因 子 分 析
(KMO=.661,Bartlett,p<.000)の結果、学生の特性は、「曖昧さに耐えるより可視的な現実
状況や相手の外面に意識と関心を注ぐ傾向」と「不可視的な相手の内面や空想的なイメー
ジに意識と関心を注ぐ傾向」を二軸とする平面上に示された。2）学生の課題対処の傾向
は、概論、疾病論、看護援助論と学習を経るごとに、より問題解決志向へと変化してゆ
くが、実習終了後はその傾向が緩和された（Being>Doing：p<.000）。3）課題対処の志
向性のバランスの偏りが少なく、かつ内的、外的、空想的他者意識が高い学生 (n=33)
は、精神看護を「聴くこと」「理解すること」「関わりが可能」「関わることそのもの」
「being」「自身の偏見に向き合うこと」「慮ること」というキーワードで捉えていた。
曖昧性の耐性はそれ程高くないが、内的、空想的他者意識が高い学生 (n=32)は、「奥が
深い看護分野」「その人の内的世界」「看護の本質」「人間そのもの」というキーワード
で捉えていた。相手の内面や空想的なイメージに意識と関心を注ぐよりは、現実状況に
意識と関心を注ぐ傾向のある学生 (n=33)は、「関わる看護としての being」「考える看護
としての doing」とシンプルに捉えており、この群には 4 年時秋の時点までの実習経験
が特に影響を及ぼしていることが推察された。他者意識が全般的に低く、現実状況から
どちらかというと退却的な学生 (n=10)は、「精神症状」「あいまいなイメージ」とキー
ワードの数も質も乏しい形で捉え、判別分析の結果より 4 年時の秋であっても 2 年時春
の課題対処の志向性が影響を及ぼし続けていることが推察された。 
【考察および結論】学生が対象者の情動や内面への理解を深める際、まず空想的イメージ
（偏見を含む）に注意と関心を向け、それを追いかける形で外面の情報と内面の情動に関
する情報を統合させる傾向がある（豊田ら,2008）。相手の心情を理解しようとする内的他
者意識を高めるべく、講義科目では闘病記や映像媒体を積極的に活用することで空想的他
者意識に働きかけ、また、学生が曖昧さに耐えつつ対象者に伴うための素養を養うために
は、問題解決能力よりも内的他者意識に関連の深い情動知能を安全に養う機会として精神
看護学実習を位置づけた精神看護学教育が体系的になされることが望ましい。＊日本看護
学教育学会第 21 回学術集会にて発表予定。論文投稿準備中。予算はすべて執行した。 
   
